
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 干潟の癒し 

【施設の状況写真】 

【施設の利用写真】 

【観光資源としての利用状況】 

命 の海 有 明 海 を舞 台 に様 々な珍 競 技 が行 われる「鹿 島 ガタリンピック」。平 成 １７年

度で２１回を数え、全国各地の鹿島ガタリンピックファンから根強い人気がある。干潟で

は、「泥遊び」など幼少期にしていた遊びをいくつになっても出来る事、環境の大切さ・面

白さを体感出来ることなどが人気の秘訣である。 

また、その人気は衰える事を知らず、いつでもガタリンピックをしたいと言うニーズに答

えるために、「干潟体験」という形で個人、修学旅行などをターゲットに展開をしている。

今年度の体験者数は１万５千人と年々上昇傾向にある。 

 

命の海有明海。干満の差が日本一であ

り、干潮時には国内最大の広さを誇る干

潟が姿を現す。 

鹿島ガタリンピック風景写真。出場者・

観客合わせて３万人の大イベント。全国

各地から鹿島ガタリンピックファンが押し

寄せる。 

奥には干潟体験用シャワーがある。海

岸を整備したことにより、設備の充実を

図った。 

七浦海岸は鹿島ガタリンピック時には、

来場者の休憩場所・開会式・閉会式な

どに使われます。 



（様式２） 

テーマ 干潟の癒し 

【社会資本の基礎データ】 

〇名称       七浦海岸 

〇所在地     佐賀県鹿島市大字音成甲４４２７番地６ 

〇事業名     七浦海岸高潮対策事業 

〇事業主体    佐賀県土木事務部鹿島土木事務所 

〇事業期間    平成４年度～平成１２年度 

【社会資本の役割・効果】 

七浦海岸を含む有明海岸は、台風の常襲コースにあることから、高潮の発生が多く、

その都度背後地は大きな被害を受けてきました。大型の台風が通るたびに海岸堤防は

各所で決壊し、死者・行方不明者を出すとともに多くの資産が失われました。 

このような災害から地域の人々の生命・財産を守るために、平成４年度から高潮対策

事業により七浦海岸の整備を行いました。 

利用及び親水に配慮した緩傾斜階段護岸整備であること、道の駅鹿島に隣接してい

ることから、地域の人々の憩いの場として、さらに夏場には「鹿島ガタリンピック」「干潟体

験」の開催場所として活用されています。 

【位置図】 

 

【関連ホームページ】 七浦地区振興会（道の駅鹿島） 

         http://ww71.tiki.ne.jp/̃nanaura/top.htm 

 


